
           

                

      

巣胃・大腸・食道・十二指腸・咽頭の早期がん(病変が浅く、粘膜内にと

どまる)が治療に適応される内視鏡的粘膜下層剥離術において用いられる止血

用クリップの改良型である。 本クリップにより、特別な手技を必要とせず

に、完全な縫縮に近づけることが可能となる。 

内視鏡的粘膜下層剥離術は、早期悪性腫瘍に対して病変を一括切除する

治療法であり、胃・十二指腸、食堂、大腸で保険収載されており、広く普及

した標準的治療法である。一方、術後の出血や遅発性穿孔などの偶発症を完

全に克服するまでには至っておらず、完全縫縮術が求められている。 

 本発明の止血用クリップの製造及び販売。 

視認性が高い、極細径の糸により 直径３ミリ程度のループが付設

された止血用クリップである。ループ径を小さくすることで、潰瘍辺

縁同士を密に縫合することが可能となり完全縫縮が期待できる。ま

た、縫合部位の視野を妨げない。術者は、ストレスなく、正確に縫縮

することが可能となる。 
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